
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

防災気象情報の改善について

令和８年3月２7日
津地方気象台



1

はじめに

• 「防災気象情報に関する検討会」の最終とりまとめ（令和6年6
月）を踏まえた新しい防災気象情報の運⽤を令和８年５⽉下
旬から開始する予定です。

• 新しい防災気象情報では、住⺠の避難⾏動に対応した５段階
の警戒レベルに整合させ、災害発⽣の危険度の⾼まりに応じて
各情報を発表します。

• この方針のもとで、情報名称の変更、警戒レベル４相当となる危
険警報の新設、洪⽔関係の情報変更、気象防災速報の新設
など、現⾏の⼤⾬警報・注意報などの気象庁が発表する防災気
象情報が⼤きく変わります。



現在の主な防災気象情報と警戒レベルとの関係
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防災気象情報と警戒レベルとの関係が分かりづらいという課題があり、「防災気象情報に関する検討会」
において2年半かけて検討。その最終とりまとめ（令和6年6月）に沿って防災気象情報を改善。

 警戒レベルは、住⺠が災害時にとるべき避難⾏動が直感的にわかるよう、避難情報等を５
段階に整理したものです。（例︓警戒レベル４＝避難指示、警戒レベル３＝高齢者等避難）

 防災気象情報は、避難情報の発令や住⺠の⾃主避難の参考となる「警戒レベル相当情
報」という位置づけですが、警戒レベルとの関係が分かりづらいという課題があります。
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【参考】警戒レベルとは

 住⺠が災害時にとるべき避難⾏動が直感的にわかるよう避難情報等を５段階の警戒レベルに整理。
（平成30年７月豪⾬の教訓を踏まえ、令和元年出⽔期から運⽤開始。）

 その後、令和３年の災害対策基本法改正により、警戒レベル４にあたる避難勧告と避難指示が避難
指示に一本化。

「避難情報に関するガイドライン」（内閣府（防災担当））より



新しい防災気象情報（令和8年５⽉下旬から運⽤開始予定）
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新しい防災気象情報の情報体系とその名称

 防災気象情報（河川氾濫、⼤⾬、⼟砂災害、高潮）を５段階の警戒レベルにあわせて発表します。
 対象災害ごとの情報として整理するとともに、レベル４相当の情報として危険警報を新設します。
 情報名称そのものにレベルの数字を付けて発表します。（例︓レベル４⼤⾬危険警報 等）
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レベルの数字を⾒ただけで、どういう⾏動をとるべき気象状況になっているのか、
すぐにわかるようになることを目指す
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河川氾濫等に関する情報について



河川氾濫等に関する情報の主な変更点（現⾏の情報）
＜現在の河川氾濫等に関する情報＞

左記以外の河川も含む
洪⽔警報等⽔位周知河川洪⽔予報河川分類

ー約1,800河川約400河川河川数

気象台河川事務所または都道府県河川事務所または
都道府県と気象台発表主体

市町村ごと河川ごと河川ごと発表単位

外⽔氾濫外⽔氾濫外⽔氾濫対象とする
主な現象

流域⾬量指数・表面⾬量指数
（解析・予測）⽔位（実測）⽔位（実測・予測）発表指標

氾濫発⽣情報氾濫発⽣情報5

情
報
名
称

氾濫危険情報氾濫危険情報４

洪⽔警報氾濫警戒情報氾濫警戒情報３

洪⽔注意報氾濫注意情報氾濫注意情報２

早期注意情報1

ー

気象台

市町村ごと

内⽔氾濫

表面⾬量指数（流域⾬量指数）
（解析・予測）

大雨特別警報（浸⽔害）

大雨警報（浸⽔害）
大雨注意報

※警戒レベル相当情報としての位置づけなし

早期注意情報

河川氾濫等に関する情報 大雨に
関する情報

 河川ごとの情報（⽔防活動⽤の情報）と市町村ごとの情報（一般向けの警報
等）がある。

 気象台の発表情報に、警戒レベル４相当や５相当の情報がないものがある。
 大雨警報・注意報は、警戒レベル相当情報としての位置づけがない。

6



河川氾濫・大雨に関する情報

左記以外の河川も含む
洪⽔警報等⽔位周知河川洪⽔予報河川分類

約400河川河川数
河川事務所または
都道府県と気象台発表主体

河川ごと発表単位

外⽔氾濫対象とする
主な現象

⽔位（実測・予測）発表指標

レベル５氾濫特別警報5

情
報
名
称

レベル４氾濫危険警報４

レベル３氾濫警報３

レベル２氾濫注意報２

早期注意情報1

ー

気象台

市町村ごと
内⽔氾濫及び

洪⽔予報河川以外の外⽔氾濫
表面⾬量指数・流域⾬量指数

（解析・予測）

レベル５大雨特別警報

レベル４大雨危険警報

レベル３大雨警報

レベル２大雨注意報

早期注意情報

河川氾濫等に関する情報 大雨に
関する情報

洪⽔予報河川への
移⾏を促進

7

 河川氾濫等に関する情報は、洪⽔予報河川のみを対象とした河川ごとの情報とし、「レベル３氾濫警報」等の名
称で発表します。これまでの気象台による市町村ごとの洪⽔警報・注意報の発表は⾏いません。

 ⽔位周知河川の氾濫危険情報等のレベル毎の⽔位の情報は、警戒レベルとの関係を含めてこれまで通りの運⽤
とし、洪⽔予報河川への移⾏を促進します。

 浸⽔害を対象とした⼤⾬特別警報・警報・注意報は、⼤⾬に関する情報として警戒レベル毎に整理し、警戒レベル
相当情報として位置づけます。洪⽔予報河川以外の河川についても、大雨に関する情報の中で一緒に扱います。

河川事務所・都道府県
による⽔位情報は、これ
までどおり発表すること
とし、警戒レベルとの関
係は変更しない。

当面は、大雨に関する
情報でも扱う。

大雨に関する情報で扱
う。

河川氾濫・大雨に関する情報体系と名称
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土砂災害に関する情報について



土砂災害に関する情報

9

60分⾬量（解析・予測）
⼟壌⾬量指数（解析・予測）発表指標

レベル５土砂災害特別警報5

情
報
名
称

レベル４土砂災害危険警報4

レベル3土砂災害警報３

レベル２土砂災害注意報２

早期注意情報1

 警戒レベル４相当は、現在の⼟砂災害警戒情報からレベル４土砂災害危険警報に変更します。
 レベル３土砂災害警報は、発表基準を⾒直すことで、現在の⼤⾬警報（⼟砂災害）に⽐べ、警戒レベ
ル４相当に至らない情報発表を大幅に減らします。

 今後は、まもなくレベル４土砂災害危険警報を発表する可能性が⾼い状況において、レベル３⼟砂災
害警報を発表しますので、情報を活⽤いただくにあたりご留意ください。

土砂災害に関する情報体系と名称

9
新方式の警戒レベル３相当情報の発表回数は、レベル４相当情報の
基準（CL）に３時間先に到達すると⾒込まれる場合として算出。

⼟砂災害に関する警戒レベル３相当及び４相当情報の
発表回数の⽐較（令和5年6〜9月のデータに基づく）

1,616 

280 

1,229 

1,331 

0
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1,000
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3,000

現行 新方式

発表回数

警戒レベル４到達

警戒レベル３相当どまり

警戒レベル４相当に至らない
レベル３相当情報の発表回数
を⼤幅に減らせる

（回）

レベル３警報は、レベル４危険警報へ
の予告的な扱いになる︕
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⾼潮に関する情報について



⾼潮に関する情報の主な変更点
（警戒レベル毎の情報に︕）
 レベル５高潮特別警報を市町村による緊急安全確保発令、レベル４高潮危険警報を避難指示発令、

レベル３高潮警報を高齢者等避難発令のトリガー情報として活⽤して頂くことを想定して情報を設計。
（発表基準等の⾒直し）
 現在の高潮特別警報の台風等を要因としている発表指標は⾒直して、レベル５高潮特別警報として潮

位等の基準を新たに設定して運⽤。
 レベル４高潮危険警報の基準は、その基準を超えると浸⽔被害のおそれがある状況となる高さに設定。
 レベル４高潮危険警報、レベル３高潮警報、レベル２高潮注意報は、浸⽔被害のおそれがある状況から

リードタイムをとって発表。

（⾼潮予報海岸の導入）
 高潮予報海岸では、従来の潮位予測に基づく発表に加えて波の打上げ高の効果を加味した⽔位予測に

基づく発表も開始（波の効果も加味することで高潮浸⽔被害に対し、より的確な情報発表が可能に）。
高潮予報海岸以外では、潮位予測に基づき気象庁が発表。

住⺠がとるべき⾏動発表タイミング情報名称

ただちに安全確保の⾏動を浸⽔がすでに発生 or 切迫レベル５⾼潮特別警報
浸⽔想定区域など、高潮による浸⽔被害のおそれのある場所に
いる者は全員安全な場所に避難

浸⽔被害のおそれがある状況となる
約６時間前までに発表レベル４⾼潮危険警報

避難に時間を要する人は早めに避難、避難の準備など浸⽔被害のおそれがある状況となる
約12時間前までに発表レベル３⾼潮警報

避難⾏動を確認（避難場所やルート、時期など）浸⽔被害のおそれがある状況となる
約18時間前までに発表レベル２⾼潮注意報

災害への心構えを高める５日先までにレベル４相当の現象が予想され
る場合に「高」「中」の２段階で発表早期注意情報

警戒レベル毎に情報を整理し、避難⾏動との関係を明確化

（注）現在は高潮注意報で⾏っている低地での軽微な浸⽔被害に対する注意喚起は、新たな情報体系では扱わず、今後は高い潮位、⼤潮等に関する「気象解説情報」で対応
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警戒レベル相当情報以外の情報について



警戒レベル相当情報以外の特別警報・警報・注意報

 警戒レベル相当情報（河川氾濫、⼤⾬、⼟砂災害、高潮）以外の特別警報・警報・注意
報は、これまでと変わりません。

 これら情報について、気象庁ホームページ等では、特別警報は⿊、警報は⾚を⽤いるが、警戒
レベルには相当しないことに留意してください。

暴風、波浪、⼤雪、暴風雪特別警報

暴風、波浪、⼤雪、暴風雪警報

強風、波浪、⼤雪、風雪、
濃霧、雷、乾燥、なだれ、着氷、着雪、霜、低温、融雪注意報

警戒レベル相当情報以外の特別警報・警報・注意報

※これらの特別警報や警報は、レベル５（緊急安全確保）やレベル３（高齢者等避難）には
相当しないことに留意してください。
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早期注意情報（警報級の可能性）

6日5日4日3日2日1日
12-2400-1218-2412-1806-1200-0618-24警報級の可能性

－－－－－－［中］［高］［中］－⼤⾬
－［中］［中］［高］［高］［中］－⼟砂災害

 早期注意情報（警戒レベル１）は、５日先までの警報級の現象の可能性を発表

明後日までを対象とした情報について、現⾏では⼤⾬に含まれる⼟砂災害の警報級の可能性を切り分けて発表するとともに、
現⾏よりも情報の時間幅を細分化。

早期注意情報（警報級の可能性）

14

 警報級の現象が5日先までに予想されているときには、その可能性を「早期注意情報（警報級の可能性）」として
［ー］、［高］､［中］の3段階で発表しています（今日から明日は北中部と南部が対象、明後日以降は三重
県が対象）。

 警報級の現象は、ひとたび発生すると命に危険が及ぶなど社会的影響が⼤きいため、可能性が高いことを表す
［高］だけでなく、可能性が高くはないが一定程度認められることを表す［中］も発表しています。

 新たな早期注意情報（警報級の可能性）では⼤⾬、⼟砂災害、⼤雪、暴風（雪）、波浪、高潮について発
表。

 ⼤⾬、⼟砂災害、高潮で[高]又は[中]が予想されている場合は、災害への心構えを高める必要があるとされる警
戒レベル１の状況にに該当します。
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時系列情報（明日までの警報等の⾒通し）

 警報等の発表に関わらず、時系列情報の対象とする要素※について、翌日までの３時間毎または日毎の
気象状況の⾒通しを、⼆次細分区域の単位で毎日４回（05時､11時､17時､23時）提供
※対象要素︓⼤⾬、⼟砂災害、風、波、高潮、雷、乾燥、⼤雪、融雪、濃霧、着氷、着雪、なだれ、低温、霜

（下線部の要素は日毎の⾒通し）

 当初の想定から今後の⾒通しが⼤きく変わった場合などには、必要に応じて臨時に発表
 警報等とは独⽴して提供する情報のため、危険度の時間帯と警報等の発表が合わないことがある

時系列情報のイメージ

注意報基準を超えると予想される時間帯
(高潮については、注意報発表の可能性が
ある時間帯)

災害切迫

危険

警戒

注意

特別警報基準を超えると予想される時間帯

危険警報基準を超えると予想される時間帯
(⼟砂災害、高潮については、危険警報発表
の可能性がある時間帯)
警報基準を超えると予想される時間帯
(⼟砂災害、高潮については、警報発表の
可能性がある時間帯)

 時系列情報は、警報・注意報に先⽴って、翌日までの気象状況の⾒通しを、毎日4回発表



今後（令和８年度出⽔期〜）
記録的短時間⼤⾬情報

顕著な⼤⾬に関する気象情報

顕著な⼤雪に関する気象情報

現状

⻯巻注意情報

気象防災速報（線状降⽔帯発生）

気象防災速報（記録的短時間⼤⾬）

気象防災速報（短時間⼤雪）

気象防災速報（⻯巻注意/⻯巻目撃）

気象防災速報（線状降⽔帯直前予測）

気象防災速報・気象解説情報

(R8運⽤開始予定)

 警戒レベル相当情報やそれ以外の警報等を補⾜する情報として、線状降⽔帯など顕著現象
が発⽣または発⽣しつつある場合に「気象防災速報」を発表します。

 現在・今後の気象状況や災害発生の危険度の⾒通しなどを網羅的に解説する情報として、
「気象解説情報」も適宜に発表します。
気象防災速報 ・・・極端な現象を速報的に伝える情報（府県単位でのみ発表）

気象解説情報 ・・・現在・今後の気象状況を網羅的に解説する情報（全国・地方・府県単位で発表）

全般台風情報(総合情報)

線状降⽔帯半日前予測を記載した
全般/地方/府県気象情報

気象解説情報（線状降⽔帯半日前予測）

気象解説情報（台風第○号）

気象解説情報（⼤⾬）

今後（令和８年度出⽔期〜）現状

⼤⾬に関する
全般/地方/府県気象情報

←三重県での
発表はない
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

線状降水帯直前予測について
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30分前
〜現在

〜３時間前

〜半日程度前

線状降⽔帯
発⽣

線状降⽔帯発生
の可能性高まる

線状降⽔帯発生
の可能性あり

線状降⽔帯に関する情報 住⺠に求められる⾏動

気象解説情報(線状降⽔帯半日前予測)
内容︓線状降⽔帯による⼤⾬の半日程度前からの

呼びかけ

気象防災速報（線状降⽔帯直前予測）
内容︓線状降⽔帯による⼤⾬発生の確度が高まったこと

をお知らせ

気象防災速報（線状降⽔帯発⽣）
内容︓線状降⽔帯の発生をお知らせ

⼤⾬に対する心構えを
一段高め、避難準備等、
災害に備える

レベル４危険警報が発表
されるタイミングと近いことか
ら、周辺状況や自治体の
避難情報等もふまえ、避難
など適切な対応⾏動をとる

自治体からの避難情報や周
辺状況を確認し、速やかに
安全確保

R4 地方単位で呼びかけ
↓

R6 府県単位で呼びかけ
↓

R11 線状降⽔帯による⼤⾬
のおそれが高い領域を半
日前からメッシュ情報(市
町村単位）で提供予定

時間

補⾜

イメージ

補⾜

イメージ

R8 ・お知らせ開始（予定）
・線状降⽔帯による大雨の
おそれのある大まかな領域を
最大3時間前から提供予定

補⾜

R3 ・お知らせ開始
・線状降⽔帯の⾬域を
楕円で表示

↓
R5 ・最⼤30分前倒しでお知らせ開始
R8 ・図情報（楕円表⽰）を更新予定

明るいうちから早めの避難

迫りくる危険から直ちに避難

線状降⽔帯に関する情報の位置づけ
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3時間前3日前5日前 12時間前

警戒レベル相当情報・
その他の注意報・警報・特別警報

気象解説情報

時系列情報（明日までの警報等の⾒通し）

キキクル

気象防災速報

段階的に発表される防災気象情報

20

早期注意情報（警報級の可能性）

2日前

 警戒レベル相当情報とあわせて、段階的に発表される様々な防災気象情報を防災対応の判
断に活⽤することが重要です。
 早期注意情報や時系列情報等は、心構えを高め、事前の体制確保の検討に活⽤。
 キキクルや気象防災速報は、避難の判断や後押しに活⽤してください。



津地方気象台ホームページ https://www.data.jma.go.jp/tsu/

知りたい市町
を選択

※スマホでは縦に情報が並びます

気象台が発表する情報を知りたい市町に絞って表示できます。 をタップすると詳細な情報を
ご覧いただけます。ページの更新をしながらご利⽤ください。

気象庁ホームページからの防災気象情報の入手について
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新たな防災気象情報について 特設サイトの紹介（気象庁ホームページ）

気象庁ホームページ
https://www.jma.go.jp/jma/index.html

新しい防災気象情報 特設サイト
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/kei
ho-update2026/index.html

新たな防災気象情報についての説明資料、リーフ
レット等がご覧いただけます。
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